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養護過程響お’げ寄児壷あ侭格形繊響あ課題について
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1社会福祉従凄者に求められる専門的条件に専門的理論

1（Hdad〉，1 専門技術・くH磁d〉貧福祉の心くHeart）悉心身

の健康（（Hea1セh），〆誠実性くHo血6就㌢＞の151Hが1＝1』般

的にあげられている。しかし用鵠としては理解できだと

しても，施設ケアにあたって具体的に嘗の蓼琢匿実践過

程に生がすかが課題であるる ゴlll、歪　ギ甲で㌧1∫1涜凶

こ1児童の生活拠点である施設艶は，二1日々め生活の営み，ri1

ぞれも何げない状況の中雪の対応関係湛，5結果として治

療的効果，』一教育的効果をあげ諮いる迄 どは詩多1ぐある婁

実である』 したがらて専門的アプ向6チであるとはい恥

難恥面をもらているのである許 ，幻5・1・○’1ン・ L三琵』ll・1

ご児童をめ1ぐる現象やダ泰象鼻三一、ズの適確な把握チ㌧そ

め分析視点の明確化汐情況や問題の見通／じめ上に奉惨応『

の解決策の検討許意図的対応の具体化と黛そめ職員自己

分析力呉洞察力÷が求められるポさらに意図的対応の評

価が必要であ’り，2その評価基準の論拠にも．とづいたポイ

シ・トが設定されなけれぱなちないよ類敷 ：’ki：じ1ヒ熔 入

　「養護職員は，。直接児廠の日常生活に接して児童の養

　　　　　　　　　　じ　　　　コゑ　じ　し　し　　　り　つ　ゆ
護にあだるもので一’1』施設ど恥う社会集団の中でチ・1客観的

　　　　　　　　　　　
　リ　　　　　　　　　ゆ　　ゆ　ジ　　ド　　　ヨ　　　　　

な知識窪技術を通℃淀本来家族関係にお騒迄与えられる
　　　ロ　　　1じうけを担当療るヨ1購一！1 「いわゆる雑務は鋳施設の形態

に差異のある こ乏演ら む，1仕癖の内容かち 分類す：るごど

は困難であるが，直接対象児童の処遇上必要なもの以外

は渉助手ンベルめ増員によ1り欝養護職員の負担がらはず

すぺ轡患ある」鉱1と1 、「社会福祉専門職のあ1り方に関する

中間答申主では述べえ》～ るよ前者はず人為集団」（施設）

の中脅諺専門的技術を通一じて家族関係におい淀与え：られ

る「しつけ」を担当するのが処遇職員であると・駄∫入為

集団と硲う揚においての対人対応の適切さを規定む之い

…るぷそ玉しズ対人対応の無理な時間的状況揚面はル限労れ

た枠の中で， 技術め応用展開能力に深いが淋わりをもら

業いら・こと になろンうひつ：ま一り；｛児童の真の信詳ズの把握

が艶きていればβ相当短恥時間においても〆充足状態を

期待1し（うる葛匹』逆に長時間児意と共に》・る生活を設定Lし富

も声常Vを畠熱1ズ対応が；ズ〈レていた二り討却ぢヤ児童の情緒

二l　dも」お1

　　　　　　　　　　　　　　　・輩・三』郎トづノ

　　　　　　　　　　　　　　．二二ちぎン ・受1コ岩

　　　　　　　　　　　　　tl甲、｝ll，訟賛ミ■1，く＼1 1、・

不安定をつ．く Fり 出 じた1り／する蓬と・に1もなるε1』li概ピ1．獣yゑ

曳＝』専門職論議のなされた1960年代の動きの中にも示され

《いるよ：う＝に｝（福島が後述＝じて》二・る）1タイムス タiデ響縄

よる職務内容の明確化，・雑用を取除くごとが専閂性を高

めることにりながるどい う論議》労働条件りまり鋤務体

制を整え許職奥の精神衛生条件の整備が∫：・即専門性を高

め』るなど冷外的条伴の整備を中心としたむのが多又か1ぢ

た。　　　　　　‘武い♂ウ 1∫ 二1』’11 瀞y嵩5二六ぐ雌冠二・i

1き1レがし養護を考える際，ミ良涛参生活の中でのあらゆる

場面で人間関係にまる対応がその中核とならて恥るわ蹟
　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　でF』いわば家族関係を薯デルとする関係過程め内実が求

められるの麺ばないが1ど思われる51・坑1・凶㌧▽・雌三1’ミ塁難

　換言すれば，相互体験，。体感の内実化過程で評これぼ

職員に：とらズiもi影児童にどら迄轡その立場や，（ 発達段階

に応じだダイチミ ッ，グな闘係恭期待されるごどになる評

また内実化過程に∫7生育歴上の特徴や問題の背景’どじ

て許欲求の表現や行勤辞生渚零塵観シ を基点に据え元，

児童が自分の力沌状況を変容じう拶琿境条件艇夫的距物

的＞1を創出でぎる蘭係そめ瓢爾がドーイ養護の本質工ど協

えるのではないが詰至・侭）」 着舌⊇ーぐづ二減）㌧ノご ・‘き 寸

ζ・本研究会は，」昭和55年度に実施iじた養護施設職員に対

するぜ専門性の意識に関する調査巫．をびま．じめ，ξ養護の専

門性に関ーじ矯噴研究隔脚；蘇1鴇録（吉沢，』1r中，宜福島趣

滝口，橋本，川西）によってディスカッショ・シを重ねρ

その墓本的考え方め明確花をほかちえき《いる誰未完，

その途上にあるが弄その跨要容鈴の福島訴ホによらだ意

識調査，ディ、畠め》ゆ当 喜過程寳の課矩提起をも含め〆

養辮蹴♪繋蟹霧驕躍？嚢島

（処遇〉 職員の研修ンステ訟化葦はが謬第“段階め1もの

そあることを付言むてお1く…詔蹴置駈ズ・二1「「文春沢1英子弟

宍海、1），2）　「東京都における社会福祉専門制度ゐあり

き2、侮方に関する中間答申」で「』シー」ジb』r
ヲ』｛忍『・1飴

露ミヤ』11γ、｝－ r』 ギ『 京都民生局厚生部調査課δ

一269一



日本総合愛育研究所紀要 第17集

7紬¢臨蒋醗蜷織咳蕪腱総簿伯鱒蜜薇蓋讃

なわち，登校拒否，自閉症などめ情緒障書神経症的傾向

をもつ児童や，学校教育での落ちこぱれ，或は非行児童

など処遇困難な児童が，ゴ数多ぐ養護施設令入所し歪き｛

峠る砿また‘ 卜児童の親，7｝家族のかかえ薫い為課題、も3．㌧ ：専

門的援助をもうてじて右，ン容易嬉解決iじがたレ＝、ほどの多

種多様な傾向を示して球る徴 1・1、，調観収廟触 y『 1ヒ、弘二F

殺燕㊧零うな病慰聴に組応玄るため④施設サ房ビ不はチ
，．

量的拡大をはかり、鞘質的にめ 高度化癒る轟葱漢求められ

ている宕に喬琴新たな養護施殺の役副飛機能をE専間性」

に求めたこと僻必然的なことであった。　　　　　。云

占尊う影た施設の専門化の高粛り1は，x曽方において，1施

設瞭番ど不の直接の担い手でお盗職員の質的向上が重視
　　　　　ひ　　ず　　ラ　　じ
毒れぷ研修参機会の増加となづて現われた絡あわせてヂ

職員養成のあり方もぎびじ監く、論議され跡再検討の要求が

施設側力｝・らめ幽されくいβの　，薫1ト旨て琳，｝
、、．

滋虫のよう、にび施設現場において嫁承専門度の高い職員

を恥かに確保し，く そ じ《また矯かに，又，よ り専閃性を高め

て糖くかが沿切実な課題と・なづてきている舐慨、 （1ヒ 、ゴ、

　，以上のよう．な施設の専門化全の気運の高ま鐙はボ1かっ

葱の専閃職化論議と は，ζ・やや異質な背景正にお》｝て生起

七てぎたことにょらて王専門性」・間題も新らたな局面を

むかえているといっても差しつかえな婚び？ま1りヂ、養護

実践嬉おレ凝ζ；”1質の高恥黄房ゴピ不～を提供し餐なければなら

ない≧、レ》う，職員意識が形成され譲つあ盗麟麟た今日的

状況賂おいて，，｝養護実践の専門性の鰯朋のまた1とない機

会と考泉る。 ド、」・・』、
cン』ヤ叉二1（讃獣　，非』＝ ：1』llll、！

　・、黍研究は疲今日までの累専閃性聖研究の理論的成果を

吟味し誌養護実践にそれを実質化嘗茜うとい》う 観点か
ら∫「6そのための課題を考察態たものである。ト☆　，兼繰ρ、

　”（1＝1～’⊃’1∫　暢㌦駁｝r’ 聯一い7r“シ’F－1r1＝噛“5ロ・甑r忠

cこ養護施設㊦専門化の必要性ゐ認識曝深ま》ている が，

必ず貰も養護爽践の専門性瞳明確ではなレ愉それは，1、．こ

れまでの専門性理論が抽象的であり，形式的であいまい

さ奉多滋残lq驚きたか．ら嘩はある1ま醸蛮3また，で養護笑

践においても，決して自覚的廼あゴるとは鐙えない。むし

ろ1ド、施毅の近代化冷合理化の潮流によづて，運営の形式

1はじめに　一一．身、、・擁勲1騰遵解！鱒勲鱗．鯛そのものが翻化行靴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されている傾向も見受けられる。
最近，とみに養護施設の専門化φ必要性の声が茜まっ　　　本来，養護の営みは，内面的で創造的な本質をもつも

てい舗そ伽濃豫げ壁隣鱒イ卿噸臥沼艶るが・今日の実蹴ややもすると，瓶的可伽
著になってきたことに朋し駒髄のζ終静す蟷みに繍するきらレ・がある・こうし瀦跳し，空

洞化した実践においては，専門性の鰍は至細きεと

いわざるをえない。

∴』こ1のよ1範な現状においては衿単ζ施畿の機能ρ調整程

庫の方蟄誕はも）専門化嫉不i毎能であワi毅施誰の性格声理

論・ 技術，B職員の意識なcどLにっ撫ての再検討が必要素さ

了f三え』養護施設の性格罷、㌧ン㌔・こ擁．ニド・ ・き二し、iξ：、ぐ，，㌔ン、1

　養護施設の目的，機能にお輸ズ命・専門性と、『しズ評価さr

れる漸のが見出す；と，ができ、為かは‘， 鷲れ毒爵多葦 論じ

られてき莱．恥る誌恭般駒なもの之1疋し頴‘乱i二家庭で養育不可

能な蘭題性歎，t｛施設の専閏的援助機能に9i陸て，栄治療可

能で訪ると瞭うたところに専門性を見出雌，」施設の存窪

意義としていることは，カきなサ以前加らのもの雪ある畝

畢の3さ室な諮之かちヂ施殺の機能と二じ頂斎専門的援助治

’療の機能を重視1し，罠人問関係等のゆがみから菊、る人格形

成上の間題》例えば情緒障害直俳行の問題をもづ』た子を

教育麺1治療1しヱい《とレ辱うたことセ；よ り敵専閃的性格を

もたせ昭いる。冠したがって，r1．ζれからます ます間題児の

入所の増加が予測されポ養護施設の専門的性格薮いっそ

三う開確になるのでぱな愉かと思われる。、二1∫賑羅1、llし一i

、f・ヤさおに」』・社会福鉦め窺喪能課違iキある地域福祉との関

し　　　　り　　　　さ　　　　し　　　　ゆ　　　　ら　　　　ぞ　　　　や　　　　ウ　　　　リ　　　　ロ　　　　い　　　　り

連から・汽施設に地域社会の児童間題の慰オ寡繋的役割を

1も たせ亮地域住民に対する相談，・甲指導声援助焉惨ちた専

門的性格を保持させるぺきだと》・う意見も出ぐさ（れミて い

㌃こう瞭至た主蜘よ直養護施設の専門化ξいう親癒．か

躰’商ぐ評価酒き，る直のである研し力泌鑓廼課題と一し

て提起しておきたやのは←ll一養護施設の基本約性格膝訪噸

下家庭に代づて」；養護すると》・う命題がllこ置きざ1りに（さ

れスル》ること～であ、るボ、ζ』敦l　IW．く般愕鎚濱　しで1（、．j　
、、』

・応「家庭に代亟て■の養護は詠特別な専門的援助，5指導

と》）三うよンリiも1ヌ労般家庭にお恥、て与表おれ渇保護歪・・援助

という非専門的な営み之と｝菖たひ1びきを持っズ受 け・とめ

られて『きている。こなるはど丁家庭に代うヱ」1といδ冒葉

自体は1：1あいまいで概括的であ撫！・たれに愚もできる仕

事の感じが1もたれ・るる、ジしか1しな餌ら荻施殿養護の藷本的

性格である∫家庭に代語て」ーの養護が誹施設の専門化に
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吉沢他＝養護過径におけゑ堤羅璽く擁購善璽豫題について

陣害になるからという観点で，払拭零蚤うもり襲珍ゑゑ

まい。

　これまでの養護施設の専門性に関する理論は溶主あ点

をさを癒お二っ窟嫉蟹丞i 嘩聯類爾稻
擢あな：が1っだゆlll鞘極鮫おら油す鞄騨銃塑ぐ卑

…ら薙嫉 糠での題禦轡碑騰1カ㍉ぎりγ’
lr家磨モ代至1祖暴ヂ華誰雄翠 り華本喰準篭碧慧て・、無

簿れ続げでヤ、斜嘲門些一灘欝鰍騨餌
ず，’挑戦し克服’む てV｛．ぐこ、とが期待ざれるひ．．＿、

潔鑛嘩1晦瞳神客瀬門嘩鱒鞭か1らド
輝薦網唖なヤ鹸賂しゴ鴇・輝噸略テ蘇
姐，ヒ そ涙どr醒雌拠＠鞭1う，蝿牲’歎い・、
㌧施設養護は，』親ジ’家庭では子どもの生存と発達の保障

ができないとき，或は不十分斐場食嬉心麺栄霧庭酉倹っ

で，。．子ご争を収容保謬．卜・「、 まり隼存為発羅萱傷障す姿営

みである。そして施設の子育て璽営遜曝応噂容タ1．レ蒸婆

4）2？の恵興を庵？。冗濠、」｝盈〉、！く・ゾき i÷、柔∫、；』1、。、

　①子どもの成畏発達のテ7ざ匹対醇1』き』卜、、玖，！

！諮・，子．ξ 飾、津社会狽レηミrく．…も），亀，1、割誼欝1

，’ ②1・，但別的な肇誰ラ㌘ ド呼刻座炭1 ．芝、｝一鯖 卜鋲捗鴛二さ

　　子ども自身や親，家庭のもつ様々な障寮樹間嬰奪般

　　教育，治療することによって人間性を回復するこ

　　と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ〔、ヂ

　・一般的には，②については専門性が要求されると評価

す翻①1こついては』諦麻し・孝、思わ輝鯵琳1
ちぱ， ①は←般家庭においても営まれるかぢであちう 6
レ恥しな奉拓施設養護ほ1こ塚庭肇護ε異イ疹様菱饗御約’

め1も1とで④営みで第る。例えばゼ攣廉養護堂異づて）〔・非・

血縁的関係といういわば人為的人間関係であり，集団生

活であり，9職員と児童，児童と児童との入格的対応とい

ヴ次きな差異が存在するるiごういった限定めなかでの子

琳は・桝の専門的力量力聯されるφで轡’だ
、ぢうか。

　ゆ　ド　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　』例えば，、子ども の養育には母性愛，母性行為は，1必要

赤可次と考流られ《いる。1そのかぎりにお㌧寓てもジ保母

　も母性的食罰を果さわばならない。そこに当然ロールプ

　レイソグが求められる。このことは，すぐれて臨床的なム

営みであり，科学性に立脚して粋なけ為ばなうないg ．或’

馨擢盛姻麟加腔，1』畑の利鯖編；して・

期嘩勲脚樋笹御⑳鱒も・．』係母に騨l
　l♂れて》ヤるも㌔』こめごεは∫’保母に争ども二の集団を運営維

母楯郎ヤ｝ぐ鯉働ら羅’郵翠即、．
飛敵続めに賎． 鉾遡苅や騨をレ夢瞳．
タキ、と噸科学性ζ喀即ζゆ専門轡｛黙され転、

　ま’し七や保母は1 一親と違壱ズ，．多く の子どもを受幡入れ

　　　　　　　，二て磁　pゴにンー．・1丸密≡1：で；篭ぐモぐ亥；1・ llいト

ニ踊をφ孤例鳶転？ ≦奪随引1、塵鰹職けゑテ彦腐…

レ羨・、卜、獣脚蟹嚇 嬉復齢、亥興喪ム間監馨響募家
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吉沢他；養護過程における児童の天格形成血の課題について
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i騨熱磯鮮梱騨襲蕎禦裂践嚢懸騨
る。、つねに子どもの動きによって調節し，・・相享作用の流

れを醐化レていくこ紫郎腕緬曝簿欝難
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をもg銚蚤だ戦を社会的存在之三して匙捗会のなか零自弓

実現さゼ1ζを斗ぐ働煮嚢もうズいる笹 施設養護め，琴まさに

‘“婬目醗をす皐・』・処遇を展開溺誓蛤る6し串な班ラて髪・

そのためにど⑫よ」うな働きゅけが適切か、之疑自処遇のあ
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勘ある企；の；と嫡1二1・1丁7面でセキll矛iゼ！もの溌津¢》共通駒

な特性婬㈲賦ら麺：る煮と「も蜂斡他面突に，、峯子どめの個別

酌二一ドにも目をむけられねばなら熾・6蒔のよ訓好

葺覧の状沢を見きわめ曙対応する1処遇亥法¢）母的な確保

と，き3もり質の高矯方法の提洪ζ霜ξ曾方法を選択ま鞄か

ということは，きわめて専門性の問われる局面超訪談じ
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吉沢他＝養護過程におけう堤童票巻格形球上Φ課題について

あるという見方当出冬きてや多、を要す登琴日常1瞬孝1醸て

の処遇技術嫡，“全≦1あ悟熱腫夢愚感ヒレ加転’ξ生活指導

の技術，i§学習揖導ゆ技術など池辱嫉れて吟う 誓【宰も”あ

る。一たとえ㌧ば，二斜「モどもの目・㊨輝尊嬉表情！塗どから子β

廟の心理飽状態を敏感にとら悪蚤披術薫蕎か虹ン∫子ξ遇、

との関係ずけを適切に行う弦術憂なζカ3ジ1・範ぜ鉄牲多む

1処遇絃術に専門性を見出す者が多ヤ・魁s 薫，ρ匂り艦技

術は不毛であるといねざ惹を農なヤや．弾 れ嬢亨2購バ社

会福祉頓おける技術論論争の影響に郵よ るζ 思ねれ食。

技術に対す多苓ゑの見方，㊦頴創亀［労働手穀の体系↓ 論
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おセ噸，ご・，同鉱間鰍う分野璽教育蹄鶴心理嚇の

技術導や多忌巣びζる蓋鑑塑挙栗であるq1・・藁崇（Fこン」

処遇過程におけ碑雛の課郷ついて概択鰭融
が，一方で忘れてならないりは1専門性を支えゑ条件と

しての労働条件， 蓮営管理芦チ」 へ男rグを中心とレた
　　　　　　　　　　　　｝
職員集団のあり方である。これら娃・専門悔と Φ関連か

らみて，不可欠な要素として考え蚤 。

　　　　　　　り1　　　：1え　1
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調査からみミた保育者㊧条件瞬、，専門性④榛討，こ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r，』亨、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣’』■1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省略し，必要なデーターのみを示すことにする。

　1　はじめに　・　　　　　．　　　　　さて，本研究ば蘇保育者の条件や資質詳施設保母の職

噸舞，ξうrあ替翻妙鞘性鹸働～妙ず務内容と専門性など綱査 し腋糀獅し・それ吻
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吉沢他：養護遍程における児壷み犬旛診成主ゐ諜題について
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瑠鑛織轡（幣欝琴 潔議繍灘罐麓葎灘
繭門繍レ鞍遍趨獅容＞△鱒騨ま獅レてい娠碗騨鯛麟
1・讐シ 鱒即蔭勢概の雌　 瓢　 ・懸癖鰭く麹や洗厭魁爆汀本勅灘掬ヰ
　　　　“一ど、，、1顎嘩欄酪醐！1灘え蜘と思っている保母が・魯哩強いる瞬鮪

2位担当児の生瀧応能力の醗　 　一一しかしr総P∫曝銑茜・47即り騨麟躰半轡母
　　　　　　　　　　欝』（攣欄　鰯皆赫6継であると受けとめら鰍噸である・た

塵』1賞生轡紳挙（燗）計画の立案讐継と琳来嚇だと考蘇照容螺
　　　　　．，．1．、．1』云（郷指導）ら、了％」弗も融と講さ奴いるガ≒ど聴秘脚もそうとは

・4位r＝ 担当児の身体機能の理解1　・　　　　　…　　いえない。換言すれば，本来の職務イコール高度の専門

　　　　　　　　　　　　　（養護指導）　　　　　76％

　5位ケース・ワーク，特殊教育，訓練治療等』1∴・1、1

　　　への協力　　　　　　（養護指導）　　ヤ4％1

　9分類（領域）47項目の中か上位5位までに選ぱれた！

項目は全て「養護指導」の領域に属するものである。同

時に，これらの項目は保母本来の職務だと考えられてい

る率が非常に高いことも分る。

　逆に，専門性としては低いまたは専門性は要求されな

いと思われている職務内容の項目を低い順に挙げてみる

と次の通りである。

〈専門性は低いまたは要求されないと考えられている

　職務内容＞

1位

2位

3位

〃

衣類のつくろいや洗濯　　（衣生活）回答率53％

配膳と後片付け　　　　　（食生活）　　42％

居室などめ整理整頓，掃除（住生活）　　　41％

寮舎の戸締りと見回り　　（その他）　　　41％

　性と、ならない部分があるといえよう。これについては後

じ：1）で考察を加えることにする。

鴫5跨贅料その（5）

御　婁麟種別にみた保母に必要な特性について＝

　　ここでは筆者ら愛育研究所研究第9部の研究会が実施

　した調査結果を取り上げるが，結果は先述した通り前節

　で福島が報告しているのでここでは劣略する（前節福島

　論文の第1衷から第9表を参照）。

皿　資料結果の分析及ぴ検討

　五では，保母（保育者）の専門性に何らかのかかわり

がある調査を紹介し，その結果を何らの考察も加えずに

客観的に示したわけであるが，ここでは各々の結果を分

析しながら保母（保育者）の条件や専門性を検討してい

く。その前に，今まで示した資料と結果を比較検討しや

すいように一覧表にしてまとめてみる。
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特色紬る・それぞれ噸韓勲，目鍬燐2．舗鰭
等が全く違うので，弾純な鰍棟賊さ，1傑ない。しか

㌧㌧量蹴ゆ郵査碑母爽課育考ほい塗』に麟タき塑

構級と…して・嫡点鯛飛じ獄渦・燈卿 ，保母

或は保育者ど，甑う澄のを嘉様ぜな立場がらみているわけ

であり，；れらの結果を検討するこどによち磁今後，

傍母の獺吻賄断嫉購ゑ漁鰍薦ら
れる．もの、ξ思われる』，禁 こ、

』遷マ欄表を泌鵬じ騰（保龍）庖扱っ矯
てもその見方や捉え方がいがに多様融あるがが分る。し

ラ’し・この表をみ質騒搬質1癖然と・曝検討碗撮

がないので蕪禰筆者な侭整欝留勲》．1》（第3図
を診照〉．肴　○モ・引・、・．一・

　露
学豪
　穣
生w
　包

　 『㌧「・
』r

　　要望
儲麟羅貧鵬
西閣諭

　　　一ブ謀

薄驚1
潜　　　 r

r1』

こご

　■11　

保
母
パ保
宥
者
）

穫生弊伊聯解雛成騨榊
i≠譲『鱒袖に』？いτ

・L

…一麹畔弄繕転ま麟渤資質燦件どして・」

モ響碑解 安魁た鰍 勉．、蝉ξ溜勒
碗鶴準恥ているが誌瀕励ら保磯成校蝉
生の教育どして児産観ら人間観の形成，”r使命感、秋職業意

識齪騒の習得頓望しひる．．．つ蝋．難飾

卿 摂ソ帰西を保儲鱗隈し鮨摘レてヤ・

響轟糊贈蝉雌観鰭贈填鱗・騨職

畔のズレが麻ぎている・ こり迦こ立場の違いによる

傷育考橡の捉客オリ弊庫り擁砲が具腔出されるよラであ

る。　ここで礪雨者璽身ゑζ革負q蕪涛糞だタ婚かζヤ1う

適否を問題にするξ一とが目的ではない6両者の間に認識

図学攣醜保醍の澱㈱レ1ごbc藩

塾ζ鴬轡磯者二晦画、1裟葬必卑彫鮎
餐鎮鯉賭力1麗の御、を導鱒・く上轡
要．と思り1てヤ、る1ごε．とに違いがあるがをみ」ていく。同じ

　　　［　

5　【『寸・二（㌃．i 替1泣㌔　、

　』一－　 T　r　T［

　　り　　　 ㌧、■ハみ　　、　『1

～uイkごi低＝ミ娯』㌧¢
「

・β ｝黛梨繁・ジ
…’ う｝『 乙隔い ”　　　．

　1 蜘∈り1製≦攣1

　　　　施設長 隼r・攣・

　　　　　　　　

　　　　』』』｝◇1』ゼ

　　　　　　　　　ト　1レく藤こr」
ぐ・、・

　　　　－

　　　　　
・㌧へ

　

　　　憾㌧一』』1、這

　　＿一「コ 1

　　く第3図をみると，健康（体力），行動力（指導力・活動

　　力）漁祝か繍セは満者とr瞬導1しゆ麹が
　　注目されるる 1相違点’と∴レ、ては以現場の保母がこれ以外に

1期蜘識麺敏礁麟ある興対レ風．学甥・ヤ
　　ソナリ、ティを重視・し，専Fヨ知識はあまワ高く評価しヌ：壷、

　　ないようである。 ここ峠。現睡保母と潮て〕動吟てい郵者

　　と・将来保母ζ勤う 鴛麹い酵二す僻場伽蜘
・てきている樽（餓誇・・

』』・1”、1ミ…．』，』楚

3
保母と施臓との灘解絶？解．∫凶

　　保母の要件に対する保母畠身め意識と施設長あ意識と

　　嫉、ξん．健レ・があ勧・をみる 醇健康，薄卜蜘識が嫉
　！という点では両者まτも→致じているも相違するものほ≧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケヤ　　施設畏は傑母にば適応能力が必要とみて“るの蒔対し

て・保舶身は働賊力が籔であお：れ応融で

：ある・こ㈹鮒鞭勲較蓼鱗示し鷺い
ると思われる。しかし，‘覧表の筆者鬼碗調葺の順位グ

腱みると・施誠「 磯静獣1傑騨縁て藪な
事柄として1位韻2鱒噸鱒醸挙構頂レ撃、

一とに臆した賠21位嗜艶1勉価鯉はβ撒聯

1穿門霧誰麟雛雛難繋蓼噺

，漢で断韓や郷図を脚て撚鱒結果（獅
：表を参照の・ごと）F 嬉灘糞姿聯縷撫り済
藤らは保駒輔髄聯肉答嫡畢艇魍が・1タご

で脚暫即継なら榊ご嬰ある撰桝鱗来
　の職務だと考え・鮮倦ごと腰求さ繍専艇帷度と

が必しも一致しな睡保騨鯵卸師鱒沸細

・る・輔性の恥騨鱗糊llll携鱒奮高嘆門

　性とな穂睡輝賎騨鞭う・騨脳随そ夢
　は軌例えぱ第7表をむ弊駆凝1欝暫鯵
　生活卿で「衣類・鵬働など嘩鱒聯」1と欝

　聯曝母杢勲燃だ：嬬マ聯蘇黙鹸体の91パ

渉　ト燵し魚硲遡鯵1、烈騨嘩求拠
　る専門性が・とても廣匙轡級，鱒静勉鰹一
　セソトに過ぎな㎏も1（この傾向は他の職務内容の項目』につ

・．い轍ぼ藤擁購1貧擁織麺が自痴
務と獣ていること秘しも輔性力筋れば轡坤

　職いものでない禰噸麟融擦yl駅疑麹セ
　いるといえよう5ズ、状、汐、1ご・ぎ這12：・（秘」騰♪’ 1ε魚、・・、｝9

　　一方，本来の職務であり尊門性心高恥ど認めちれてい
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吉沢他騰護過理におけ碑勲木鰭嚇曝題について

る職務内容礪卑藍みな通り肇護指導殖塑かわう争のに集

中bて轄拳こと群分る6，肇護指導姶中猶、毒児童ρ傘身の

状態を理解すると恥うむ専門知識を必要わ隊る聯務堺専

門性として商く評価される傾向があるようだ。同じ肇護

指導の領域鱒属すう項目で鐙 「動植物⑳飼育栽擁へ㊨参

迦指導」』や∫・「』↑縮礁：買物臆行携こ（貫1物揖導》止な！ど＠職

務内容については専門性は低い索騨緬声養て憾る蔵渚』

似上みてきiた通號保母の職務内翻多様多脚絢た

っており（第7表参照），その全ての職務領域に商度璽専

門性髪見い出す・恥とは無理のようである。これは保母自

身も自覚しているところゼある。数多い職務内容の中で

かなり専門性を要求される領域は「養護指導」であるこ

とは今みてきた通りである5「獲護指導』の中でもとく

に児産をいかに正しく理解するかが保母の専門性にかか

わる職務内容といえるようである。

W　ま　と　め

　前述した通り保母の専門性をめぐる論議は活発に行わ

れているが，反面どうどうめぐりしているきらいもみら

れる。前掲の一覧衷をみれば分るように，実に様々な概

念が研究者によってまちまちに用いられている。また，

同じ項目を使用して調査してみでも，設問の仕方次第で

受け止められ方もずいぶん変ってしまう。さらに，得られ

た結果をどう解釈するかも研究者や調査者によって異っ

てくるわけで，仲々まとまった形の専門性論が出てこな

、・のが実状ではな塑ろうか。その一例として筆者らの行

った調査結果を前掲の一覧表でみてもらいたい。A，B，

・Cの領域に分けて項目を設けているが，その領域のとり

方にとくに強い根拠があるわけではない。ただこのよう

に分けた方が選択する側マ選びやすいだろうという程度

のことである。また結果をみると，健康・人間愛・専門

知識・人間観。行動力・集団維持能力などが保母には必

要であるといえるが，これが即保母の専門性の要件であ

るといってもいまひとつビソとこないというのが正直な

感想ではなかろうか。もち論今挙げた特性を否定するわ

けではない。保母という役割を十分に果していく為に

は，健康も必要だし，人間愛がなけれぱつとまらない。

専門知識がなければ恐しくて子どもを任せるわけにはい

かない。自分なりの人間観をもっていなけれぱ子どもと

の接触に一貫性を欠くことになるし，行動力がなければ

現場の仕癖は出来ない。また，集団維持能力（チーム・

ワ」ク）に欠けているようでは集団生活から放り出され

てしまう。このようにみていくと，A，B，Cに挙げら

れた項目の全てが保母の要件として欠かせないものとい

えよう。しかし，現実にこれらの条件を全部満たせるよ

館保母断一！旗噂賭勲・、嫉弊難・：頓嘩
数多く用意してその中から幾つかを選択壼サ憂彰め争方

珠誓界母＠専閏性旨を埠零喜∫吟蕉も柔斗琴嬉おρず≧降

界櫛融シ騰師も鱒櫃ま騨無靴 ヤラ醐節法の
限界でもあろう。　　　　　　　　　　　ン』1冷且訟、

きで嬬そ紅以姓時ξをな影や力球で堺母甲専門撃鷺男確

｛瞳韻焔．う齢鞭二ら力彊？蛙聾聯灘嘩こ
まかく設けてそのひとつひとつについ∫，呈俸貴茶琴g職

警か応そ¢）婁門準爆κうカ）嚢き‘市準も全旨泰辱参魁i・

鴬嫉い袖ヒ1’呼木業 璽興醜綾傘年9隼魯；勲や幾職

務は自分の本来の職務だと思っているが，夢ぞ身愚商い

専門性は要求されないとも思っていることが確認できた．

だけでも斎藤らの調査は評価できよう。しかし同時に，

職務内容だけから保母の専門性を捉える限界もある。つ

まり，　「お茶汲み」は果してOLの本来の職務か否かど

いう議論と同じことになりかねないからである。

　では保母の専門性を明確化する作業は全く絶望的なこ

とであろうか。或は1， 「保母者にとっ宅一番大切な；ど

は，水がこぽれていたらふくことよ』8レといった禅問答

に似た裏現でしか説明できないのだろうか。医師，弁護

士，バイロットなどの専門職と，子どもの健全な発達め

援助という時間のかかるそれでいて結果がはっきりと’確

認しにくい仕事をその役割として担っている保母・保育

者，さらには広く教騨までを含めた職業の専門性と韓同

一には論じることはできない。誰にでもできるようであ

って，その実誰でもがすぐれた保育者にはなれない。

　今後の方向づけとして保母自身の専門性を明確化する

ことも必要な作業セあるが，同時に，或はそれ以上施設

自体の専門性を明確に打ち出す必要があるように思う。

すぐれた保育者が一人だけいれぱその施設は専門機関ど

して十分機能するかといえばそうはいかない。逆に多少

未熟な保母でもその施設全体の専門性のレベルが高いな

ら，いずれはすぐれた保母に成長する可能性もある。包

丁1本もって渡り歩き修業する板前などの技術専門家ど

は違う性質の専門性が保母には求められている筈で．あ

る。その専門性は保母個人が現場から遊離しても有しう

るという性質のものではないだろう。現場においていか

に行動するか，そのこと自体が専門性とかかわってくる

のである。今後の保母の専門性の研究はその意味で施設

現場からの問題提起という形ですすめられなけれぱなら

ないと思う次第である。
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